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M O N T H L Y  R E P O R T

WACCAの看板ができました！

作成したボランティアさんの声

⽊肌を⽣かしたフィニッシュがWACCAの
あたたかさを伝えるような気がしますね。
よかった、ヨカッタ！

 11⽉に引越しをしてから、はや３ヶ⽉。ついにWACCA
の看板ができました。
 実はこの看板、WACCA塾のベテランボランティアさん
が作成してくださったんです。⽊の温かみがハリネズミの
イラストとマッチしており、優しい印象を与えながらも、
遠くから⾒ても映える素敵な⽬印にしてくださいました。
 ⼦どもたちや他のボランティアさんも、「えー！⼿作り
ですかー！」とびっくり。私たちスタッフも思わず歓喜の
声を上げてしまいました。これで初めてWACCAに来られ
る⽅も、より場所が分かりやすくなると思います。
 本当にありがとうございました！
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認定NPO法⼈⼥性と⼦ども⽀援センター
ウィメンズネット・こうべ

 新しいWACCAが商店街に⾯した場所に引っ越しをし
た事で、地域の⽅々が私たちの活動を知ってもらう機会が
増え、嬉しい事に直接「⼦ども達に・・」とお菓⼦などを
ご持参いただく機会が増えてきました。頂いたお菓⼦は学
習⽀援に来る⼦どもたちにお渡しすると、嬉しそうに帰っ
て⾏きます。
 もう⼀つは、ドリンクコーナーをつくりました！(コロ
ナ禍で衛⽣注意をしながら)。⼦ども達が勉強している間
にママたちが飲み物を飲みながら情報交換やあるある話、
忙しい合間にちょっと、ホッと出来る時間を過ごしてもら
えれば嬉しいな、と思います。

スタッフよりご報告



ミニ講座開催！

 新しくなったWACCAでは、気軽に集まってミニ講座
も開催できるようになりました。
 2⽉は2つの講座を開催しました。

2月17日（木）「就労移行支援って何？」
 働き⽅の幅を広げるために、就労移⾏⽀援等福祉的な就
労を考える⽅法もあります。それを選ぶために移⾏⽀援の
事業所さんの話と、実際に⾒学体験の結果をまとめた講座
を開催しました。

2月26日（土）「メダカの学校」
 WACCAでメダカを飼おうという計画があります。そ
の前にメダカをいろいろな側⾯から知ろうという講座を開
きました。⼦どもたちも⼀緒に参加して、メダカの⽣態や
種類、⽣息しているところ、などなどメダカの世界は深く
て広い！ことを実感しました。

 講師はどちらも、ボランティアなどで参加されている
⽅。それぞれにすてきなパワーポイント資料を作ってくだ
さいました。参加できなかった⽅が⾒たい、ききたい、と
いう希望もあり、また機会があれば公開したいです。

WACCA塾より

 先⽉に続き、WACCA塾はコロナ禍の中、休むこと
なく活動を継続しています。しかし中学⽣の⽋席が減
り、喜んだのも束の間、また学級閉鎖になったので来
られなくなったと連絡が⼊ったこともありました。

 そんな状況の中、2⽉10⽇に私⽴⾼校⼊試を迎えた
中学3年⽣たち。「めっちゃ緊張する！」と⾔いつつ、
ギリギリまで頑張っていました。ボランティアさんか
ら「試験の時はシャーペンじゃなくて、鉛筆を持って
⾏った⽅が良いよ」とアドバイスされて、WACCAに
寄付された中から⾃分好みの硬さの鉛筆を選んで持っ
て帰りました。「お守りにする！」とも⾔っていまし
た。毎年のことですが、ボランティアの皆さんの励ま
しが彼らにとって本当に⼤きな⼒になっていると感じ
ます。
 

 それから4⽇後、⼀番⼼配していた中3⽣から志望校
合格の報告がありました！ボランティアの皆さんもチ
ームを組んで勉強をサポートしてくださっていたの
で、喜びもひとしおです。

 また、別の中3⽣からも合格の報告が届きました。スタッフ
が「合格おめでとう！」と⾔うと、はにかんだ笑顔で「ホッと
した！おじいちゃんに報告したら泣いとった…」と返してくれ
たそうです。

 受験はまだ少し続きます。どうかみんなにサクラが咲きます
ように。

ご連絡先：WACCA（わっか） MAIL: wacca@mbr.nifty.com
HP: https://wacca27.wixsite.com/wacca

  2 ⽉ 20 ⽇ は 、 ボ ラ ン テ ィ ア 交 流 会 を 開 催 。
WACCA塾で活動している若⼿ボランティアの皆
さんに集まっていただきました。

 今回の交流会では、最初にフィギュアスケート
についての記事を共有し、それから⽇常で感じて
いるジェンダーに関するモヤモヤや⾃分の考えを
話し合いました。「普段はあまり考えたことなか
った…」と⾔いつつも、クオータ制やPMSのこと
など、様々な話題が出てきました。

 同年代のボランティアさんでも、当たり前なが
ら意⾒は異なります。しかし誰もお互いを否定す
ることなく尊重しながら話し合っている様⼦が印
象的でした。これもオンラインではなく対⾯で⾏
えたことが⼤きかったのかもしれません。改めて
オフラインでの交流の⼤切さを感じました。

 今回は⼈数制限のため若⼿に限定しましたが、
次回はぜひ多世代のボランティアさんで交流会を
開催したいです。

ボランティア交流会

 中１の頃から知っていて、当時はWACCAの⼊り⼝
が開くたびにそちらに視線が向いてしまい、なかなか
集中できない⼦だという印象でしたが、中3になり毎
週関わるようになってからは、⾃分で今⽇はどこまで
取り組むのかを⾃主的に決めて、黙々と勉強するよう
になっていた姿が印象的でした。そのような変化を感
じることができたのはボランティアとしても嬉しい経
験でした。進学してもその習慣があれば⼤丈夫だと思
います。
 未来に幸あれ！

ボランティアさんより…
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